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複合施設に続く大屋根がいよいよ
形になってきた

  

平
成
26
年
10
月
か
ら
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
（
任
期
２
年
）

　
「
平
成
26
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
５
号
）」

委
　
員　

教
育
費
の
中
の
賞
賜
金
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
使
途
は
ど
う
な
る
の
か
。

執
行
部　

県
の
「
頑
張
る
学
校
応
援
事
業
」
で
、

高
梁
小
学
校
、
高
梁
中
学
校
に
１
０
０

万
円
の
賞
賜
金
を
送
る
も
の
で
あ
る
。

県
が
示
し
て
い
る
の
は
、
設
備
や
備
品

で
は
な
く
、
教
材
の
開
発
や
先
進
校
の

視
察
、
外
部
講
師
を
招
聘
す
る
な
ど
に

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

委
　
員　

社
会
教
育
総
務
費
の
賃
金
に
１
３
０
万

円
の
追
加
を
し
て
い
る
が
、
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

執
行
部　

臥
牛
山
の
猿
の
管
理
人
を
６
名
か
ら
10

名
に
増
員
す
る
た
め
の
補
正
で
あ
る
。

　
「
平
成
26
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
５
号
）」

委
　
員　

都
市
街
路
事
業
費
の
工
事
請
負
費
、
東

西
連
絡
道
付
替
工
事
費
の
追
加
に
つ
い

て
詳
し
い
説
明
を
求
め
る
。

執
行
部　

こ
の
内
訳
は
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
が

５
０
０
０
万
円
、
岩
盤
の
露
出
に
よ

る
追
加
工
事
費
が
１
９
０
０
万
円
で
あ

る
。

委
　
員　

岩
盤
な
ど
は
事
前
の
調
査
で
わ
か
る
の

で
は
な
い
か
。
事
業
費
の
見
込
み
が
甘

い
の
で
は
な
い
か
。

執
行
部　

こ
の
事
業
は
国
の
制
度
事
業
を
活
用
し

て
い
る
も
の
で
、
県
や
国
の
チ
ェ
ッ
ク

も
入
っ
て
い
る
。
事
業
を
進
め
て
い
け

ば
、
予
見
不
可
能
な
場
合
も
当
然
出
て

く
る
。
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
も
、
後
年

に
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
財
源
は
、

市
民
負
担
が
少
な
い
よ
う
な
形
で
手
当

て
し
て
い
る
。

　
　
　
　

  

「
高
梁
市
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域   

   

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
」

委
　
員　

こ
の
条
例
は
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
幼
保
一
元
化
に
向
け
た
整
備
だ
が
、

小
規
模
な
保
育
所
、
幼
稚
園
は
今
後
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

執
行
部　

改
正
の
主
旨
は
、
保
育
機
能
の
多
様
化

に
よ
り
、
市
民
の
選
択
肢
が
ふ
え
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
、
今
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
現
状
維
持
で
考
え
て
い
る
。

  

「
高
梁
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

　

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」

委
　
員　

学
童
保
育
に
関
わ
る
条
例
改
正
だ
が
、

ど
う
の
よ
う
に
変
更
に
な
る
の
か
。

執
行
部　

具
体
的
に
は
対
象
者
が
小
学
生
と
な

り
、
指
導
員
は
２
人
体
制
以
上
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

委 員 会 報 告

総務文教
委員会

地域の特産品をＰＲ
するイベントの開催
を

ぜひやってみたいと
考えている

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
は
行
政
と
し
て
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。

高
梁
市
を
統
一
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

石
井　

高
梁
市
の
各
地
域
を
横
断
し
た

形
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
長
が
主
導
し
て
開

催
で
き
な
い
か
。

市
長　

何
か
１
つ
き
っ
か
け
を
つ
く
ら

な
い
と
現
状
が
変
わ
ら
な
い
。
そ
の

き
っ
か
け
作
り
の
た
め
に
私
か
ら
も
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
。

複
合
施
設
建
設
を

石
井　

駅
前
複
合
施
設
は
、
高
梁
市
街

地
の
拠
点
と
し
て
必
要
な
も
の
だ
と
思

う
。
図
書
館
周
辺
部
の
振
興
計
画
に
つ

い
て
具
体
的
に
問
う
。

市
長　

今
後
5
年
間
の
後
期
基
本
計
画

を
踏
ま
え
た
上
で
、
回
遊
性
の
問
題
を

念
頭
に
置
い
て
考
え
た
い
。
栄
町
商
店

街
と
は
昨
年
か
ら
話
を
し
て
お
り
、
行

政
と
し
て
一
緒
に
で
き
る
こ
と
を
話
し

合
っ
て
い
き
た
い
。
車
の
誘
導
や
病
院

と
の
連
携
も
重
要
な
視
点
だ
と
思
っ
て

い
る
。

石
井　

図
書
館
建
設
に
つ
い
て
市
民
の

合
意
形
成
が
不
十
分
に
思
え
る
。
計
画

の
進
め
方
を
見
直
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

政
策
監　

都
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
作
成
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開

催
し
な
が
ら
進
め
て
き
て
い
る
。
市
民

●駅前複合施設について
●定住対策について
●産業振興について産業経済

委員会

市民生活
委員会


